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スカパー! は、プロ野球を盛り上げるべく、2012 年よりセントラル、パシフィック両リーグが制定す

る月間「スカパー! サヨナラ賞」に協賛しています。本賞は月間を通じて最もインパクトのあるサヨナ

ラ打を放った選手を両リーグから 1 名ずつ選出し、スカパー! よりトロフィーと賞金 30 万円をお贈り

するものです。 

 

9 月 12 日（金）、月間「スカパー! サヨナラ賞」8 月度の受賞選手に、セ・リーグは村上宗隆選手（東

京ヤクルトスワローズ）、パ・リーグは頓宮裕真選手（オリックス・バファローズ）が発表され、各会場

で表彰式が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪受賞選手コメント≫ 

◆村上宗隆選手（東京ヤクルトスワローズ） 

このような素晴らしい賞に選出していただいて嬉しく思っています。これまでにも何度かサヨナラホームラン

を打った時があったのですが、中々受賞できなかったので、こうして受賞できて嬉しいです！ 

打席では、塁に進むことやとにかく次に繋げることなども踏まえて、自分のバッティングをしようと思ってい

ました。久しぶりのサヨナラホームラン、かつチームの勝ちに直結するホームランだったので、すごく嬉しか

ったです！ 

 

◆頓宮裕真選手（オリックス・バファローズ） 

1 点差で負けていた状況だったので、まずは追いつこうという気持ちで打席に立ちました。 

勝ちに繋がる 1 打をチームにもたらすことができ嬉しいです。また、ホームラン後に一塁手前で転倒しました

が、怪我をしなくてよかったです（笑）。 

今シーズンも残り 30 試合を切っているので、最後まで諦めずに勝つことだけを考えて試合に臨みたいです！ 

 

8 月度「スカパー! サヨナラ賞」受賞選手が決定！ 

セ・リーグは村上宗隆選手（東京ヤクルトスワローズ） 

パ・リーグは頓宮裕真選手（オリックス・バファローズ） 

【8 月度「スカパー! サヨナラ賞」表彰式の様子】 
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≪受賞プレー概要≫ 

 

 

■月間「スカパー! サヨナラ賞」とは（公式サイト：https://baseball.skyperfectv.co.jp/sayonara/） 

月間「スカパー! サヨナラ賞」は、月間を通じて最もインパクトのあるサヨナラ打等を放った選手に贈られ

る賞として 2012 年に制定されました。スカパー! は、2006 年シーズンから「プロ野球セ・パ両リーグ公式戦

全試合、プレイボールからゲームセットまで放送」（※トップ＆リレー、録画放送を含む）を掲げており、「試

合終了最後の 1 球まで真剣勝負をお届けするスカパー! 」から多くのファンに、プロ野球中継最大の魅力を伝

えることができ、それがプロ野球界発展の一助となると考え、本賞へ協賛しています。また、同様の趣旨のも

と 2009 年シーズンから、レギュラーシーズンを通じて最も劇的なサヨナラ本塁打、またはサヨナラ安打等を

放った選手に贈られる賞として「スカパー! ドラマティック・サヨナラ賞 年間大賞」を制定しています。 

＜本件に関する報道関係者のお問い合わせ先＞ 

スカパーＪＳＡＴ株式会社 PR 事務局＜(株)イニシャル内＞  

担当：大田・中村・根本・山﨑・内田・小山・亀田・鈴木 

MAIL：s-jsat@vectorinc.co.jp／FAX：03-5572-6065 

電話：03-5572-6316／Mobile：080-7754-6916(根本携帯), 050-5235-4614(山﨑携帯) 

セントラル・リーグ 村上宗隆選手（東京ヤクルトスワローズ）初受賞 

村上選手は、8 月 12 日（火）神宮で行われた対横浜 DeNA 17 回戦、1 対 1 で迎えた 9 回裏、無死一塁

の場面で、バックスクリーン直撃の劇的なサヨナラ 2 点本塁打を放ちました。 

東京ヤクルトは 2 回裏に村上選手の二塁打を足掛かりに先制点を奪うも、4 回表に同点に追いつかれる

と以降は両者譲らない投手戦に。1 対 1 で迎えた 9 回表の二死満塁のピンチをしのいだ 9 回裏、先頭の内

山選手が安打で出塁すると、前日の試合でも本塁打を放っている好調の村上選手に打席が回ります。横浜

DeNA・中川投手が投じた初球を振り抜いた打球は、本人も確信するバックスクリーン直撃の劇的なサヨ

ナラ 2 点本塁打となりました。前半戦は怪我に苦しんだチームの主砲が、ファンに復活を印象付ける活躍

を見せました。東京ヤクルト球団は 6 月度受賞の武岡龍世選手、7 月度受賞の赤羽由紘選手に続き 3 ヵ月

連続の受賞。同一球団からの 3 ヵ月連続受賞は、2022 年度 6 月度～8 月度受賞の広島東洋球団以来とな

りました。 

 

 

 

 

 

 

パシフィック・リーグ 頓宮裕真選手（オリックス・バファローズ）初受賞 

 頓宮選手は 8 月 1 日（金）京セラ D 大阪で行われた対北海道日本ハム 16 回戦、1 対 2 で迎えた 9 回

裏、一死二、三塁の場面で左翼席へ劇的な逆転サヨナラ 3 点本塁打を放ちました。 

この試合、オリックス先発エスピノーザ投手が 7 回 3 安打 2 失点の力投を見せるも、打線は北海道日

本ハム先発・加藤貴投手の前に、8 回まで 3 安打無失点と完璧に抑え込まれます。迎えた 9 回裏、北海道

日本ハムのマウンドには完封勝利を目指す加藤貴投手が上がります。逆転を狙うオリックス打線は、宗選

手、ディアス選手の連続安打でチャンスを作ると、4 番・杉本選手が左前へ適時打を放ち 3 連打で 1 点を

返しました。続く西野選手がしっかりと送りバントを決め、一死二、三塁、一打サヨナラの場面で、6 番・

頓宮選手が打席に入りました。初球、内角の直球を力強く振りぬくと、打球は一直線に左翼席へ飛び込み、

自身初のサヨナラ本塁打となりました。勝負強い打撃でチームを支える頓宮選手の劇的な一打で試合をひ

っくり返し、チームを今シーズン 8 度目のサヨナラ勝利へと導きました。 
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